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研究成果の概要 

本年度は本研究の扱うモダリティの一つである，エリアごとの滞在データ埋め込みの高度化と，

複数の他モダリティとのクロスモーダル変換手法について開発した．滞在データ埋め込みについ

ては，埋め込み表現間の算術演算が持つ性質について検証し，またその活用により，エリア形状

を変更したベクトル表現の獲得や類似した潜在パターンの変化が起こったエリアの検索を実現した．

これにより，都市の各地域でどのような滞在パターンの変化が起こったかの検索や分類を可能にし

た． 

さらに，エリアごとの購買データと POI データの埋め込みを組み合わせ，滞在データ埋め込みと

の相互変換モデルを開発した．これにより，特定の滞在特徴のエリアが持つ購買特徴や POI 特徴

など，モダリティを跨いだエリア特徴の相互関係の理解を可能にした． 

今後の方針として，現在データ整備中のエリアの言語的なアノテーションを用いた言語空間への

整合を目指す．さらにストリートビュー画像を取得し，都市の景観などの画像特徴の導入を行なっ

ていく． 
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